
教材・教具紹介                    ゆり支援学校道川分教室 

 
教材名      

「おいも ころころ」 

ころころ転がしセット 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈教材のねらい・使い方〉 

・絵本「おいも ころころ」のお話体験として、 

転がし遊びをする。 

材料及び作成の工夫等 

〈材料〉 

・段ボール製スロープ３種類           ・音声再生機 

・滑り止めシート                     ・転がす物（ボール状の「おいも」） 

 

〈作成の手順〉 

① 車椅子のテーブルの高さに合わせて、スロープをセットする。 

② スロープを３種類（大・中・小）組み合わせることで、音声再生機に向かっておいもが転がり、音声

を再生することができる。 

 

○Ａ 小スロープ ○Ｂ 中スロープ ○Ｃ 大スロープ 

 

 

 

 

 

 

題材名と児童生徒の使用している様子等 

〈 自立活動「お話大好き」～ころころ転がそう～〉 

①                          ②             

 

 

 

 

 

 

 

  

 

「おいも」が転がり、音声再生機に触れると「おいもが ころころ」の歌が再生されるようにスロープ

等を設置した。成功して歌が流れることが分かると、転がる様子を意識して見る様子がうかがえた。 

 

ころころ 

転がっていきます 

○Ａ  

○Ｂ  

○Ｃ  

今から 

転がします！ 

＊タイミング良く音声再生機を作動させるためには、転がす物を軽すぎない

物にする。また、勢いよく転がるための傾斜も必要になる。転がす物を変え

たり、児童生徒に合わせ傾斜の角度や転がすための補助具を工夫したり

することで、活用の幅が広がる。 

音声再生機 


